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2. 利活用計画（案）の作成支援

2.1 利活用計画（案）の作成

2.1.1 慶佐次川の利活用の現状把握

(1) 中上流河川

中上流河川は、滝などの優れた地形やノグチゲラの営巣木が見られるなど、河川地形や

周辺森林は、自然度が高いものの、赤土等の流入、水質汚濁、土砂堆積等により、河川の利

活用はほとんどなされていない（写真 2.1.1-1～写真 2.1.1-2）。 

写真 2.1.1-1 渓流施設上流への土砂堆積       写真 2.1.1-2 上流域の滝 

(2) 下流河川

現状では、畑等での利用のほか創出したワンドでは、自然体験という形での利用はほぼ

ないものの、整備されたワンドが、カヌーツアーの休憩場所として利用され始めている（写

真 2.1.1-3）。 

写真 2.1.1-3 ワンドのカヌーツアー利用 
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(3) マングローブ域

本マングローブは、カヌーや木道から行う自然観察等のエコツアーに活用されており、

今後も同様な商業利用が予測される（写真 2.1.1-4）。 

現状では、表 2.1.1-1 に示すようにヒルギ公園を訪れる来訪者数は、10万人を超過して

おり、東村における観光産業の核となっている。 

表 2.1.1-1 東村における観光利用者の推移 

カヌーツアー              木道からの観察 

写真 2.1.1-4 マングローブの利用状況 

(4) 河口・周辺海域

慶佐次川河口右岸側は、かつては砂浜が広がっていたが、現在はほぼ消滅している。こ

のため、地域住民による砂浜利用は、現在、行われていない。 

河口付近では、民家近くでカヌーツアーの乗降等が行われており、周辺住民の生活環境

に影響を与える結果となっている（写真 2.1.1-5）。 

写真 2.1.1-5 河口付近のカヌーツアー利用 

引用：東村村政要覧 
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2.1.2 利活用上の課題

(1) 社会環境上の課題

1) 社会的動向

① 人口推移

年々減少傾向にある東村の人口のうち、慶佐次区では、平成 10 年付近を境に増加傾向

に転じている（表 2.1.2-1）。 

慶佐次区の西側の宅地開発による居住人口の増加が、主要因として考えられ、活性化

に転じるポテンシャルの一要素になると考えられる。 

表 2.1.2-1 東村における字別人口推移

引用：東村村勢要覧 

② 世界自然遺産登録

平成 28年 9 月に、東村を含め、北部 3村地域は国立公園化され、今後は、世界自然遺

産登録を目指している状況である。 

世界自然遺産登録後の事例として、屋久島では、年間 12 万人程度であった観光客が、

登録後には、4 倍の 40 万人に急増したとのことから 1)、沖縄島最大級の慶佐次川マング

ローブを訪れる観光客も、大きく増加する可能性がある。 

2) 地域住民の生活環境保全

地域住民は、観光利用によって、騒音等の問題、プライバシー上の問題、交通安全上の

問題を被っている。 

そのため、観光利用業者で組織する NPO 東村観光推進協議会では、この問題の解消に向

け、業者間ルールを作成し、順守に努めている。 
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さらに、自然環境や生活環境に配慮したエコツーリズムを、地域産業の一つとして発展

させていくことを目的にした、協定の締結も検討しているところである。 

しかしながら、世界遺産登録後の観光客の増加は、これらの諸問題に、拍車をかけるこ

とが予想される。 

また、外国人観光客の増加などにより、言語・文化・風習の相違から、トラブルが増え

る可能性がある。 

地域は、より主体的に観光産業に関わり、財源を得て、生活環境を保全する手法を検討

することが望まれる。 

3) 地域の防災

慶佐次川左岸側では、度々、高潮時に洪水氾濫を起こし、浸水被害が発生している。 

洪水氾濫の防止は、地域住民の強い要望である。 

基本的には、高潮時の高潮位に、洪水流が重なって起きる現象であると考えられている

が、慶佐次川河口付近には、海域から侵入した砂が、著しく堆積していることも要因の一

つと考えられている（写真 2.1.2-1）。 

慶佐次川河口付近における防災対策の実施が望まれるところである。 

写真 2.1.2-1 慶佐次川河口付近における洪水氾濫要因 

4) 地域振興及び活性化

東村では、慶佐次区の定住人口は、増加傾向にあるものの、高齢化が進み、若年層の定

住が進まなければ、地域活性化は望めない。 

前述のように、自然再生は、地域振興・活性化の両輪で進めることが望ましく、このこ

とは、慶佐次川自然環境再生協議会・ワークショップにおいても指摘されている（2.1.5 

資料編 p.2-80 参照）。 

通信基地ロラン C 局返還に伴い、地代としての収入が入らなくなるため、区にとって

は、経済的振興も必要と考える。 

以上から、若年層の雇用創出と定住による活性化が望まれるところである。 
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(2) 観光利用上の課題

1) カヌー艇数と許容量

過大な観光客の集中は、来訪客の満足感に影響を与えることがある。 

寺崎ら（2011）2)の、慶佐次川カヌー利用者へのフォトモンタージュを用いたアンケー

トによる研究結果では、混雑感と不満足感に相関があり、最も混雑感を感じるカヌー密度

からの許容量の算出結果では、同時入水カヌー数は、約 220 艇と見積もられた。 

現状の規制数は、100 艇であることから、現状では、最大艇数時においても不満足感を

感じることなく、慶佐次川におけるカヌーツアー利用は持続的であると言えよう。 

現状の同時入水カヌー艇数を、100 艇とする規制を遵守するならば、観光客の増加によ

るサービス上の影響は無いものと思われる。 

2) マングローブ利用水域面積

慶佐次川のマングローブは、林内の陸化が進んでいることから、対処療法的に林内小水

路を復元し、陸化抑制対策を行っているところである。 

しかしながら、河川への土砂流入、河口からの海砂侵入といった根本的な対策は未実施

であることから、今後も陸化は進む可能性が高い（写真 2.1.2-2）。 

このため、利用可能水域面積が減少する可能性もあることから、マングローブの陸化防

止は、観光利用面からも重要な課題である。 

本川との分流部               小水路内 

写真 2.1.2-2 慶佐次川マングローブ内小水路復元の状況 

本

川 

小水路入口 

小水路内 
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(3) 自然環境保全上の課題

1) マングローブ域

本マングローブは、国指定天然記念物で原則として入域は規制されており、人の踏圧等

による影響は想定されないが、ヒルギ類の根（或いは幹）対するカヌーの衝突による損傷

が報告されている。 

将来の観光客の増加に関しては、観光利用業者で組織される NPO 東村観光推進協議会が

利用ルールを設けて、利用人数制限を行っていることから、観光客増加による影響の増大

は想定されない。 

2) 下流河川・中上流河川

将来、観光客が増加し、無制限に利用すると、渓流の踏圧による劣化が想定される。 

例えば、先述した屋久島の例 1)では、観光の人気スポットである縄文杉に、ピーク時に

おいて、1日 1,000 人超が訪れ、根元を踏みつけるなど、縄文杉の生存に影響を与えてい

ることが懸念されている。 

沖縄県西表島の例では、マングローブが広がるヒナイ川において、ガイド付きツアーが

始まってから、サキシマスオウノキの根元の踏みつけが進み、明らかに、踏みつけによる

傷が増えていることが確認されている。 

3) 河口・周辺海域

ゴミ投棄による海浜汚染が想定される。 

また、現状では、確認されていないが、左岸側の自然海岸が、ウミガメの産卵場所とし

て利用されている可能性が考えられる。 

将来、観光客が増加し、無制限に利用すると、影響の増大化が想定される。 

【参考文献】 

1)深見聡，環境保全と観光振興のジレンマ―屋久島を事例として―，地域総合研究 第 39

巻 第 1・2 号合併号，2011． 

2)寺崎竜雄，愛甲哲也，武正憲，中島泰，外山昌樹，沖縄県慶佐次川におけるカヌー利用

者の混雑感評価と許容限界と社会的収容力に関する考察，林業経済研究， 57(3): 12-

21，2011． 
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2.1.3 利活用計画

課題の解決のための自然再生内容を、以下のとおり、利活用計画としてとりまとめる。 

図 2.1.3-1 及び図 2.1.3-2 に、段階的な利活用計画図を示す。 

(1) 基本理念

前章において、課題とされた下記事項を、可能な限り配慮することとする。 

なお、砂防堰堤及び渓流施設の具体的な撤去、改良計画が無いことから、渓流利用は行

わない計画とする。 

・近い将来の観光客増大への対応、地域住民の生活環境保全・地域防災への対応、雇用拡

大による地域振興・活性化を、積極的に進め、豊かで安全な地域形成を目指す。 

・豊かで安全な地域の視点から、自然再生を進める。 

・これらを総合して、慶佐次川自然環境再生事業における利活用計画とする。 

(2) 基本方針

基本方針は、設定されたゾーンごとに、以下のとおり整理する。 

1) 川遊びゾーン

ワンド創出の際に、工事進入路を造ることによって、川へのアクセスが簡易になり、ま

た、ワンド創出によって、左岸側の寄り洲が発達し、川遊びに適する地形となった。 

左岸側は、外来種モクマオウの撤去によって上空が開け、従前には確認されなかったメ

ヒルギの活着が、見られるようになり、寄り洲や瀬には、シギ・チドリ類が見られるよう

なった。 

このように、豊かな自然が再生され始めている本ゾーンは、河川への赤土等流入、汚水

流入を軽減することによって、親水空間としての利用価値が向上するものと考えられる。 

沖縄県企業局の渓流施設維持管理工事では、必要に応じて、右岸側農道を改良する可能

性がある。 

道路改良時に、コンクリート護岸等を、河川生物の生息に配慮した構造で、提案するこ

とができれば、さらに利用価値が向上するものと考えられる。 

2) 観光利用ゾーン

観光利用は、基本的に、マングローブ域内における水域、観察デッキ、ヒルギ公園内に

とどめる。 

居住地ゾーンとは分離し、地域住民の生活環境保全を図る。 

① カヌーコース

今後、マングローブ内の小水路の拡幅と、区の共同墓地一部移転に伴い、下流側の開

口を行い、流下能力の向上、陸化抑制を図る。 

これに伴い、カヌーコースは、現状コース（本川）と小水路コースの 2 コースとし、

観光客の増大に備える。 

② カヌー乗降場

下流左岸側の居住地ゾーン内のカヌー乗り場は、第一段階では、河口右岸側の旧船揚

場に移設し、利用者は国道から徒歩でアクセスさせる。 

この間に、ヒルギ公園における乗降場を拡大整備し、第二段階では、全ての乗降をヒ

ルギ公園内に集中させ、居住地からの完全分離を図る。 
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③ 駐車場

バスの駐車場は、国道沿いのヘリポート跡地へ移転し、有料化する。 

移転後のヒルギ公園内駐車場は、移動パーラーや土産物店を設け、地域の雇用拡大を

図る。 

3) ロランＣ局跡地

ロラン C 局跡地の利用計画は、観光施設を中心に検討しているが、観光施設の増大に

よる地域への影響や、上下水道等インフラ整備との関係で計画は進んでいない。 

跡地利用と慶佐次川自然環境再生事業との連携については、引き続き検討を行う。 

4) 居住地ゾーン

カヌー乗降場の二段階移設によって、完全に観光利用とは分離させ、生活環境の保全を

図る。 

5) 海遊びゾーン

河口への海砂の堆積は、洪水氾濫という防災上の課題のみならず、流下土砂の排砂障害

となり、マングローブの陸化速度を上昇させる。 

このため、海砂の侵入防止、河口堆積土砂の早期排砂を目的とした導流堤の整備、必要

に応じ、浚渫を行う。 

導流堤の整備によって、砂浜が形成される可能性があることから、地域住民の憩いの場

として利用できる可能性がある。 

また、新漁港施設周辺における釣り場などと合わせて、海遊びゾーンとして設定できる。 
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2.1.4 今後の課題

(1) 利用ルールの検討

利活用計画の具体化に伴い、生活環境・自然環境への影響を、最小限に抑える利用ルー

ルを検討するとともに、外国人観光客、フリーの観光客を含め、周知徹底する方法を検討

する必要がある。 

1) 現状ルールの利用による検討

マングローブ水路等の利用に関しては、NPO 東村観光推進協議会作成の利用ルール

（2.1.5 資料編 p.2-81 参照）が現存するため、必要に応じて改訂し、将来の実情に即し

たものとする。 

2) ルールの周知徹底手法の検討

日本語、英語、スペイン語、韓国語、中国語等で説明する説明板を設置するとともに、

パンフレット類を無償で配布するための計画を検討する。 

(2) 維持管理手法の検討

利活用を具体的に進めるに当たっては、財源、人材の確保が必要となる。 

観光客の増加を想定した予算獲得手法と併せて、中心となって実行する実施者の充当手

法について検討を行う。 

1) 観光客の増加を想定した予算獲得手法

観光客の増加は見込まれるものの、慶佐次川のマングローブは利用制限があり、これ以

上多くの集客と収入増は望めない。 

従って、マングローブツアーを目指して来訪する観光客に関しては、他地域と連携した

ツアー商品の開発などが必要になる可能性がある。 

また、慶佐次地域を訪れる観光客の多くは、マングローブを目指して来訪するものと思

われ、新たな商品開発を行うことで、より多くの収入を得られる可能性がある。 

① マングローブ利用事業の他地域との連携手法

億首川、大浦川などのマングローブの観光利用地域と連携したツアー商品開発につい

て検討する。 

② 他の村内観光事業との連携手法

福地ダムカヌーツアー、森林ツーリズム等の村内のその他観光事業との連携手法につ

いて検討する。 

③ 飲食店・土産物店の新設

現在のヒルギ公園内、共同売店周辺において、区が中心となって経営する。 

パイナップル関連商品、マングローブ等の関連商品の開発を行う。 

2) 実施者充当の考え方

① 初期投資

商品開発には、投資が必要であり、地域に利益が還元されるシステムの構築には、地

域が自発的に参画し、運営していくことが重要である。 

例えば、観光事業者や地域住民からの投資を募ることも一手法である。 

② 実施者の充当手法

観光事業収入が地域に還元されること、働き場所が安定的に確保されることによって、

地域への若年層の定着が促される。 

若年層の地域定着が、地域文化・伝統・産業の継承につながり、地域活性化を産み出

す。  
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2.1.5 資料編

(1) 地域住民の要望

地域住民の要望については、表 2.1.5-1 に示す。 

表 2.1.5-1 ワークショップ等における地域住民の意見・要望 

項 目 地域からの意見概要 

川の利用 

について 

・川へのアクセスを良くしてほしい。 

・上流まで歩いていける川にしてほしい。 

・高齢者や団体の乗れる船が就航できるようにして欲しい。 

・こども達が川遊び出来るような清流を取り戻してほしい。 

・地域住民が定期的にマングローブと親しめるような日を設定してほしい。 

・環境学習を実施する。 

・慶佐次川祭をしたい。 

・マングローブの中を歩いたり、自由に遊べるようにして欲しい。 

・地域の人達が慶佐次川にほとんど関わっていないため、業者だけが儲かって、対

立してしまっているからおかしなことになっている。 

・慶佐次川は地域の財産であり、地域が利用できるようにする方向に持っていかな

いといけない。 

・川へのアクセス場所での安全対策 

・地域利用、地域振興の検討 

自然環境の 

悪化について 

・水が汚れている 

・赤土の流出で水が汚れ、水深が浅くなっている。 

・河口域に空き缶やペットボトルなどゴミが目立つようになった。 

・モクマオウやコイなど、外来種が慶佐次川に入り込んでいる。 

・河口から砂が運ばれ、たくさんの土砂が河川に堆積している。 

再生事業への

関わり方 

について 

・区民が協力して外来種の駆除をしていかないといけない。 

・地域が関わらないと（自然再生）の持続性がなくなってしまう。この２～３年で協働を

行う仕組み作りが必要である。 

・できそうなのは環境モニタリングだろう。定点モニタリング地点を設定して、様々な

関係者に協力して実施する。東村観光推進協議会に協力を仰ぐのもよいことと思

う。 

・地域の人たちが一緒になってやらないとできないと思う。人材育成も入っているの

で、地域でできる方法を考えて欲しい。 

・役場や地域協議会だけに任せるのではなく、もっと強いイニシアティブをとってい

かなければいけない。 

・なぜ赤土が流されると環境に悪いのかをきちんと説明して欲しい。 

・慶佐次川生き物図鑑作ってほしい。 

・地域の活性化があって初めて環境にも感心が出てくる。活性化しながら環境も良く

していくのが、本来あるべき姿ではないのか。 

・継続的に維持管理する方法を検討して欲しい。 

・若い人は年配の体験を聞いて、川で遊べるよう川を保全していかないといけない。 

・河川の清掃実施 

・河口の土砂浚渫を行う。 

・赤土や水質対策について発生源となる関係者への協力の申し入れ、意識啓発を

行っていく。 

利用ルール 

について 

・カヌー事業者と地域との意見交換を行っていく 

・カヌーの発着場所を住宅地から離す（浮き桟橋設置、旧漁港の活用等） 

・利活用ゾーンの設定 

2-80



(2) 観光利用業者間の利用ルール

慶佐次マングローブ観光利用 

【ガイド・事業者間ルール】 

■ ルール適用区域 

本ルールは、慶佐次川河川敷（港原 569・691～慶佐次旧漁港）及びふれあいヒルギ

公園区域における観光利用行為を対象とするものである。 

■対象者 

本ルールは、東村観光推進協議会へ登録申請し、登録を認められたガイド及び事業者

に適用されるものとする。 

1. 環境保全共通ルール 

1) 指定区域内の動植物の採取（集）を禁止する。 

2) 干潟には、下りない。また、下りている人を見かけたら注意すること。 

3) 生き物への餌付けを禁止する。 

4) 落ちている植物を手にとって観察した場合は、必ずもとの場所に戻す。観察を目的

とした動物の一時捕獲は、事前に現状変更申請を行い許可された観察方法のみ行

う。 

5) フィールドの環境モニタリング活動を定期的に行うこと。 

6) 環境負荷が生じた場合は、ツアールートを変更するなど、各関係者と協議の上、何

らかの対策を講じること。 

7) 外来移入種を発見したら、その深刻度によっては、各関係者との協議の上、天然記

念物現状変更申請手続きをとるなどして、環境保全活動の一環として除去するこ

と。 

8) 定期的及び必要に応じてフィールドの清掃活動を行うこと。 

9) 利用するフィールドを慶佐次一ヶ所に集中させないために、代替フィールドを積

極的に活用していくこと。 

10)観光・レジャー目的の動力船は、進入禁止。ただし、緊急・避難時はこの限りでは

ない。その他の動力船進入については、地元住民の意見を反映させること。 

11)ツアー開始時に、天然記念物や利用ルールなど、環境保全に関するレクチャーを行

うこと。 

12)トイレはツアー開始前に済ませること。 

13)ゴミは全て持ち帰ること。 

14)駐車場では、アイドリングをストップすること。 

15)ツアー中の喫煙は禁止する。 
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2. 指定区域周辺地域への配慮 

1) 地域住民に対する礼儀や地域への貢献・協力を行うこと。 

2) 慶佐次区内で観光利用しているフィールド周辺の清掃活動を定期的に行うこと。 

3) 車のエンジンの空ぶかし、アイドリング、大音量で音楽をかけるなど、騒音を立

てないようにし、利用者に対しても注意すること。 

4) 集落内は徐行運転し、利用者に対しても注意すること。 

5) ツアー利用者の車輌は、事故防止のため、地域の運転者・歩行者に支障がないよ

う配慮して駐車するよう案内すること。 

6) 集落内で大切にされている場所、拝所・墓地等の聖地などは侵入しないようにし、

利用者に対しても注意すること。 

7) 地域住民の生活、仕事、行事に支障がないよう、（組織的に）地域と意見交換する

機会を設け、地域の意見を反映させながら、ツアーを運営すること。 

8) 集落内の家の中を覗き込まないよう、利用者にも注意を促すこと。 

9) 集落内を歩く時は、水着や上半身裸では歩かないよう利用者にも注意を促すこと。 

10)可能な限り、地域内の売店、食堂の利用を勧めること。 

11)集落内は大型車の駐車禁止。停車については、５分以内の乗降時のみとすること。 

12)集落内におけるカヌー係留は、係留時間・場所等、地域住民に十分配慮して行う

こと。 

3.安全管理共通ルール 

1) ツアー事業者は、ツアー利用者のために傷害保険に加入し、また、事故発生時の

損害賠償責任対策として、１億円以上の損害賠償責任保険に加入すること。 

2) ツアー前の気象情報を確認する。各種警報（大雨・洪水・雷・波浪・暴風）及び

注意報発令時には、現場の状況を確認しながらツアー中止か続行の判断を行う。

同時に、警報解除時においては、現場の状況と気象（予報）図を見ながら、ツア

ー再開の判断を行うこと。 

3) 緊急時には迅速に対応し、リスト化されている緊急連絡先へ通報すること。 

4) 救急用品を携行すること。 

5) 熱中症・日射病予防のため、水分補給と帽子着用を呼びかけること。 

6) 危険箇所、危険生物（ハチの巣、ハブ等）を発見したら、先ず、安全を確保した

後に、周囲のガイドに注意を呼びかけ、同時に東村観光推進協議会と村役場（環

境保健衛生課）へ連絡し駆除を要請する。なお、協議会は各事業者に対して速や

かに注意喚起を行うこと。 

7) ツアー開始前に、利用者に対してヘルスチェックを行い、ツアー参加に支障が起

きると事業者が判断すれば、その利用者はツアーに参加させない。なお、個人旅

行に関しては、ツアー開始前に、参加に当たっての諸注意を行った上で、免責同

意書に署名してもらうこと。また団体旅行については、口頭で同意書の内容を注

意説明するなどして、参加者への理解を促すこと。 

8) ツアー開始前に、利用者に対して、喫煙、飲酒や上半身裸等の行為は止めるよう

注意し、注意が守られない場合は、ツアーに参加させない。なお、ツアー開始後、

利用者が故意に転覆するなど危険行為を行った時は注意し、注意が守られなけれ

ばツアーを中止すること。
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4.カヌーツアー安全管理ルール 

1) ライフジャケットの着用を徹底すること。 

2) ライフジャケットの下にも服を着用すること。 

3) 天候の変化に対応可能な服装と履物で乗船すること。 

4) 気象条件によっては、ガイドを増員すること。 

5) 乗船前に参加者のヘルスチェックを行い、安全管理上の注意事項をレクチャーする

こと。 

6) 携帯電話または無線機と牽引ロープを携行すること。 

7) 事業者は、少なくともガイド１名以上を日本赤十字社が行う水上安全法救助講習会

に参加させ、更新期限を守り、救助に関する知識、技術を常に維持すること。 

8) ガイドは、東村エコツーリズム協会が定期的に主催するレスキュー講習会を受講す

ること。 

5. カヌーツアー乗船ルール 

1) カヌーの進行は左側通行を遵守すること。 

2) 1 人のガイドが引率できる利用者の上限は、ダブル艇 5艇までにすること。 

3) カヌーは、着座位置を含め正しい姿勢で乗り、乗船中はその姿勢を維持すること。 

4) カヌーは、基本の漕ぎ方に忠実にかつ習熟していること。 

5) カヌーは、前進・後退・停止・方向転換等、自在に操縦する技術が身に付いている

こと。 

6) 自艇については、迅速な転覆処理ができること。他艇については、転覆処理及び落

水者の救出が迅速にできること。 

7) 自力で漕ぐことが不能となった他艇、乗員はそのまま牽引できること。 

8) 緊急時（強風、雷、体調不良、事故、怪我等）を除いては、干潟には下りないこと。 

9) No.5 地点（図 1）では、干潟に下りないこと。なお、同地点から上流・下流の両方

向から通り抜けしないこと。 

10)団体ツアーに関して、原則的に（利用者のカヌー操縦技術の程度や、川の混雑状況

を見てガイドが判断する）、10 艇のグループはオヒルギまで、20 艇のグループはカ

ーブの手前までをツアーの最終・折り返し地点とすること。（図 1 上に地点番号参

照） 

11)慶佐次大橋から上流はスピードを落として徐行し、利用者に対してもそのように指

示すること。 
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図 1 団体ツアーの場合の制限水域 

6. 木道利用ルール 

1) 自然観察においてガイド１人が引率できる利用者は 25 名を上限とすること。 

2) 木道上で自然観察ツアーを行っている最中に、他のツアーや旅行者が前後から来た

際は、通路の端に寄るなどして、通行を妨げないようにすること。 

3) 団体ツアーを引率するガイドは、他のツアーと重なった場合は、後続のツアーに対

して配慮し、必要に応じて復路は農道を使うこと。 

4) 木道の展望台で自然観察を行う際に、他のツアーや旅行者と重なった際は、交代で

観察できるように配慮すること。 

5) 自然観察時には、拡声器は使用しないこと。 
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2.2 利活用計画（案）作成に係る協議等

利活用計画（案）の作成にあたり、関係者へのヒアリングを適宜実施し、利活用に関する

意見の聴取や利活用計画（案）の内容について調整を行った上で、地域及び慶佐次川観光利

用事業者、関係機関、学識経験者等の参加による利活用部会を開催し、利活用計画（案）の

協議を図った。関係者へのヒアリング及び利活用部会の実施状況は表 2.2-1～表 2.2-2 に示

す。 

表 2.2-1 ヒアリング実施状況

地
域
住
民

日 時 平成 29年 12 月 5 日 

場 所 東村慶佐次区公民館 

対象者 慶佐次区 区長 

ヒアリング概要 ・計画立案の基本的な方針について 

・慶佐次周辺において予定されている開発等の内容について 

・地域住民の生活環境保全について 

・地域振興、活性化の必要性について 

観
光
利
用
事
業
者

日 時 平成 29年 6 月 4日（1回目）、12 月 13 日（2回目） 

場 所 NPO 法人東村観光推進協議会慶佐次事務所 

対象者 NPO 法人東村観光推進協議会 

ヒアリング概要 ・今後進めるべき事業の内容について 

・利活用計画図面（案）の内容について 

関
係
行
政
機
関

日 時 平成 29年 8 月 29 日 

場 所 沖縄県企業局 

対象者 沖縄県企業局 建設課 

ヒアリング概要 ・慶佐次川中流の渓流取水施設の整備内容について 

・慶佐次川自然環境再生事業との連携の可能性について 

表 2.2-2 利活用部会の実施状況 

会議内容 実施年月日 協議内容等 主な部会参加者 

利活用部会 平成 30 年 1 月 23 日

15：00～16：30 

・利活用計画（案）の内容について 

・今後の進め方について 
地域住民、 

カヌー事業者 

関係行政機関 

学識経験者 
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3. 意識啓発活動の実施

3.1 地域イベントの実施

地域イベントは、本モデル事業に対する地域の理解度を深めるため、意識啓発を目的に実

施した。イベントの実施内容については、東村慶佐次川自然環境再生協議会 (7月 18日) に

おいて選定した。また、イベントは、共催の NPO法人東村観光推進協議会と具体的な内容、

工程等について調整の上で実施した。 

(1) 実施内容

平成 29年度に実施した地域イベントは表 3.1-1 に示すとおりである。また、カヌーイベン

トのチラシについては、次頁以降に掲載した。 

表 3.1-1 地域イベント概要 (平成 29年度) 

No. 
実施 
年月日 

実施内容 
参加 
人数 

第１回 平成 29年 
9 月 18日 

【カヌー体験】 

・NPO法人東村観光推進協議会と共催し、東村慶佐次区(全世帯)と有銘区(小中

学生のいる家庭)、東村内の小中学生を対象に、無料のカヌー体験を実施した。 

・開催場所は、駐車場やトイレ等の施設も完備された、地域で利用されている「慶

佐次ふれあいヒルギ公園」とし、開催日は慶佐次区と東村内の小中学校に聞き

取りを行い、行事等の開催予定がない9月 18日とした。なお、夏休み期間中

は、慶佐次川でカヌーを利用する一般の観光客が多いことから実施日から除外

した。 

・イベントの周知は、郵便での慶佐次区の全戸へのチラシ配布 (開催約 1 ヶ月

前)、東村内の小中学校の協力による全生徒へのチラシ配布、区長による周知

を行った。 

・イベントの目的は、慶佐次川における環境資源の価値とこれを利用した地域振

興への理解を深めること、また、慶佐次川の自然環境再生の取組への理解を深

めることとした。 

・なお、地元からは、年に 1度はカヌーに乗る機会があると良いと要望がある。 

44 名 

第２回 平成 29 年 

10 月 16日

【モニタリング勉強会&植樹会】 

・慶佐次川で活動するカヌー業者を対象に、モニタリング勉強会と植樹会を実施し

た。 

・モニタリング勉強会では、河川生物や環境調査方法を学び、慶佐次川で活動す

る方々の手によってモニタリングが可能となるようにした。 

・植栽では、当該地域に生育するイボタクサギの苗を河岸の裸地部に植え付け、

将来的な景観改善、場の価値向上を図ることとした。 

・開催場所は、ワンド創出地点とし、開催日は、カヌー業者と調整の上で 10月 16

日とした。 

・イベントの周知は、NPO法人東村観光推進協議会の協力を得て、当該地域で

活動するカヌー業者へ呼びかけを行った。 

・イベントの目的は、当該河川で活動を続ける方々に順応的管理及び再生工事 

(植栽工) の一部を自らの手によって実施することで、再生された自然環境を地

域の共有財産とする認識形成を図ることとした。 

8 名 
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<カヌー体験イベントのチラシ> 

備考) 対象欄において、東村内の小中学校に配布したチラシは、「東村内の小中学校の生徒と保護者の皆様」と記 

載した。 
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(2) 実施結果

 1) カヌー体験

イベント実施状況を写真3.1-1 に示す 

写真3.1-1 イベント実施状況(カヌー体験) 
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カヌー体験イベントにおける参加者の年齢構成を図 3.1-1 に示した。全参加者 44名の年

齢構成をみると、10歳未満が多く全体の約 48%を占めていた。次いで多かったのは、30～39

歳が全体の約 30％を占めていた。これは、親子での申込が多かったことを反映していると

考えられる。なお、参加者の最年少は 3歳であり、最高齢は 61歳であった。 

参加者の性別では、男性が約 66%、女性が約 34%であり、やや男性の参加が多かった(図

3.1-2)。また、参加者のうち、慶佐次区と有銘区の住民は、全体の約 2割を占めていた(図

3.1-3)。 

なお、参加者の感想について聞き取りを行ったところ、「カヌーはとても楽しかった。」、

「カニを見られてよかった。」「カヌーで低い木をくぐるのが楽しかった。」、「県民向けにも

っと宣伝して欲しい。」、「特に子供たちにとっては、近くで生き物を見られる良い機会にな

ると思う。」等の好意的な意見であった。 

図 3.1-1 参加者の年代 (カヌー体験イベント) 

図 3.1-2 参加者の性比 (カヌー体験イベント) 

図 3.1-3 参加者の住所 (カヌー体験イベント) 
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29 (66%) 15(34%)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

性別

参加者の性別

男性 女性

8(18%) 2(5%) 34(77%)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

人数(人）

参加者の住所

東村(慶佐次区) 東村(有銘区) その他
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 2) モニタリング勉強会及び植樹会

イベント実施状況を写真3.1-2 に示した。 

写真3.1-2 イベント実施状況(モニタリング勉強会及び植樹会) 
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モニタリング勉強会においては、図 3.1-4～図 3.1-5 に示す野帳をもとに、環境や生物等

の状況について、現地状況を確認した。 

注)赤字は記入例を示す。 

図 3.1-4 モニタリング勉強会資料 (1) 
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注)赤字は記入例を示す。 

図 3.1-5 モニタリング勉強会資料 (2) 
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植樹会においては、当該地域が国指定天然記念物の区域内であることを踏まえて、当該地

域に生育する植物のうち、施工前に生育していたイボタクサギを選定して実施した。苗につ

いては、慶佐次川流域に生育していた株から得た挿し木による苗を用いた(写真 3.1-3)。 

植栽後は、天候の状況を踏まえて、植栽直後の撒水及び洪水等による流出株についての補

植を実施した。 

なお、創出したワンドでは、現在、サガリバナの芽生えが 2 カ所で確認されており（図

3.1-6、写真 3.1-4）、上流からの種子の自然散布によるものと考えている。 

苗作成用のイボタクサギ            苗作成状況 (挿し穂1ヶ月後) 

苗作成状況 (ポットへの植え付け)             根の出た挿し穂 

作成した苗 (植え付け前)          植え付け後の管理・補植 (12月 15日) 

写真 3.1-3 植栽用苗の作成、植栽後の管理状況 

2-95



図 3.1-6 植樹等位置図 

(約 70株移植した地点の状況:移植2ヶ月後)    (約 30株移植した地点の状況:移植2ヶ月後)

(地点 1のサガリバナ)              (地点2のサガリバナ) 

写真 3.1-4 植栽後の状況及び当該地点のサガリバナの状況

イボタクサギ(約30株) 

イボタクサギ(約 70株) 

サガリバナ(地点1) 

サガリバナ(地点2) 
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3.2 県内関係者ネットワーク形成の実施

3.2.1 ネットワーク会議の開催

(1) 開催趣旨

沖縄県には大小様々なマングローブ河川が分布しており、沖縄島における自然分布河川で

は、島の東海岸側に比較的大きなマングローブが分布する傾向にある。これらのマングロー

ブ河川では、カヌー等を利用した観光利用が行われており、地域経済への寄与、若者層の雇

用創出の場として期待がかかる。 

しかし、一部地域において、マングローブの陸地化の進行、老齢林の一部の枯死などがみ

られ、自然環境の適正な維持、利活用上の障害となる可能性が高まっている。 

そこで、マングローブ利用者を中心にマングローブの保全及び自然環境再生に取り組む関

係者がネットワークの形成を図ることを目的に、各協議会ほか関係団体による「自然環境再

生ネットワーク会議」を開催した。 

(2) 会議参加者

自然環境再生ネットワーク会議への参加団体、関係者等を表 3.2.1-1 に示す。 

表 3.2.1-1 ネットワーク会議参加者 

参加団体名称 備 考 

慶佐次川自然環境再生協議会 情報提供者（再生活動団体） 

わんさか大浦パーク 情報提供者（観光事業者） 

宜野座村観光協会 情報提供者（観光振興事業者） 

ふくらしゃや自然体験塾 情報提供者（観光事業者） 

新垣 裕治（名桜大学 教授） 講演者、慶佐次川自然環境再生協議会 会員

慶佐次川自然環境再生協議会 再生活動団体 

名護市環境水道部環境対策課 関係行政機関 

金武町企画課 〃 

東村観光推進協議会 〃 

東村建設環境課 〃 

東村農林水産課 〃 

東村企画観光課 〃 

東村教育委員会 〃 

沖縄県自然保護課 情報提供者（関係行政機関） 

沖縄県環境再生課 情報提供者（関係行政機関）、事務局 

沖縄タイムス 新聞社 

モデル事業ＪＶ 事務局 

合計 27 名
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(3) 開催内容

自然環境再生ネットワーク会議のプログラム内容を下表に示し、各プログラムの概要を

次項以降に示す。 

表 3.2.1-2 ネットワーク会議プログラム内容

項 目 内 容 

日 時 平成 29 年 11月 2 日（木）15:00～17:30 

会 場 東村慶佐次区公民館 

プログラム ○開会あいさつ（新里 吉弘 慶佐次区 区長） 

○基調講演  〔講 師〕 新垣 裕治 名桜大学 教授 

  〔テーマ〕マングローブの利用と保全・再生 

○情報提供 

〔テーマ(1)〕マングローブの保全・利用に係る現状と課題及び対応状況 

    ・東村観光推進協議会（東村） 

    ・わんさか大浦パーク（名護市） 

    ・宜野座村観光協会（宜野座村） 

    ・ふくらしゃや自然体験塾（金武町） 

  〔テーマ(2)〕沖縄県自然環境再生指針の概要について 

    ・沖縄県環境再生課 

  〔テーマ(3)〕保全利用協定(地域の資源を保全・利用するためのルール)について 

    ・沖縄県自然保護課 

○意見交換 ・コーディネーター：新垣教授 

○閉会あいさつ（平田 尚樹 東村建設環境課 課長） 

※ 終了後、懇親会を実施 

 場 所：慶佐次区公民館 

時 間：17：30～18：30 

 内 容：各地域との連携交流     参加者：20名程度（事務局含む）

基調講演の様子             情報提供の様子 

      意見交換の様子 
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1) 基調講演の概要

〔講演テーマ〕マングローブの利用と保全・再生 

1.沖縄島におけるマングローブの現状 

・植樹を通して環境保全・保護活動・環境教育活動として利用 

・県全体におけるマングローブの分布状況は 1965 年から 2007 年にかけて 1.4 倍に増加

・外来種であるヒルギダマシの増加 

・生態系に悪影響を与えているとされた箇所においては伐採も行われている 

2.マングローブの植樹活動 

・マングローブの植樹は干潟で行うため簡単で環境教育の普及活動として有用 

・植樹活動を行うことで環境について考える時間を持てる 

3.マングローブ増加の影響 

・干潟等でマングローブが密生してしまうと足を踏み入れられず活用が難しくなる 

・漫湖にてヒルギの増加によって 1986 年に 3,885 羽観測された鳥が 1994 年に 775 羽に

減少 

4.ヒルギダマシの増加 

・移入種のヒルギダマシが植樹種として活用され、地域によっては急激に増加 

・沖縄本島においては屋我地島とうるま市に多く分布 

・2000 年ごろに沖縄本島に移入してきたとされている 

・2016 年には北限がフィリピンだったウラジロヒルギダマシが屋我地島にて確認 

5.まとめ 

・マングローブの植樹はエコツーリズムの活動であると同時に環境教育の一つ 

・マングローブの増加で渡り鳥の餌場の減少等の環境問題が発生 

・ヒルギダマシの急激な増加は生態系への影響も含めて対応を検討すべき 

・条件が揃えば自然増殖するマングローブは適切な管理が必要

2) 情報提供の概要

〔テーマ(1) マングローブの保全・利用に係る現状と課題及び対応状況〕 

① 慶佐次川のマングローブにおける利活用上の現状と課題 （東村観光推進協議会）

・慶佐次湾には、国の天然記念物のヒルギ林が広がる。 

・平成 28年の利用客数が 46,876 人。 

・慶佐次川にてマングローブの陸地化が急速に進行。 

・以前は、カヌーで進めた場所もヒルギ林が密生し、水の流れが無くなっている場所があ

る。流域からの赤土等の流下、海から流れてくる砂が堆積し、そこにヒルギが生えてし

まっている。 

・陸地化への対応、水路の復元、観光客増加による地域住民のプライバシーの問題等、対

応を進めている。 
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② 大浦地区保全と利用に係る現状と課題  （わんさか大浦パーク）

・地域おこしの拠点施設は、名護市二見以北の 10 の集落が出資し、運営している。 

・カヤックツアーや遊歩道にマングローブを利用。 

・平成 28年の利用者が 8,000 人。 

・保全利用協定の認定を受けており、マングローブの適正利用、保全に努めている。参加

者に対しての環境保全意識の向上にも努めている。 

③ 億首川の自然環境利活用と保全の活動報告 （ふくらしゃや自然体験塾）

・億首川においてマングローブを活用したカヌーツアーを行っている。 

・平成 28年の利用客数が 15,000 人。 

・マングローブ（植物）が老齢化で枯れ、木が倒れてきている。「億首川自然環境保全推

進協議会」を結成し、マングローブの再生に取り組んでいる。 

・具体的な再生手段として、市民参加型のモニタリングサイトの利用、関連情報のデータ

ベース化、マングローブ林内の生態系の状況の把握、堆積した土砂の除去等を行ってい

る。 

④ 宜野座村マングローブ利活用の現状について （宜野座村観光協会）

・現在、具体的な取組は行われていない。 

・マングローブ（植物）が生育する漢那福地川に面して、平成 30 年に観光拠点施設がオ

ープンした。観光協会が指定管理者になった。 

・漢那ダム（の管理者である北部ダム統合管理事務所）と協力してカヌーで漢那ダムの堤

体付近まで行き、歩いて戻りながらマングローブを見て、学ぶツアーを検討している。

・マングローブの分布は少なく、これから保全に取り組んでいく。 

〔テーマ(2) 沖縄県自然環境再生指針の概要について 

沖縄県環境再生課

・沖縄県の自然環境は海に囲まれた島々からなり、亜熱帯性気候に属し、独特の生態系を

育んでいる。 

・戦後の人間活動等により、貴重動植物を含め、沖縄らしい豊かな自然環境が失われてき

ている。 

・平成 17 年に自然再生推進法が施行され、全国的に自然環境再生事業が展開されてきた

が、それらを進めるに当たっての留意点が体系的に整理された指針が無かった。 

・自然環境再生事業を体系的に整理した、沖縄県自然環境再生指針を平成 27 年 3 月に策

定。 

・沖縄県自然環境再生指針の再生の定義は、回復、復元、修復、創出を行い、取り戻した

自然環境の維持活用を行っていくこととしている。 

・慶佐次川自然環境再生モデル事業において、平成 27 年に全体構想の策定、平成 28年に

淵の再生による生物生息域に再生、平成 29 年に小水路の掘削による生物生息域の再生

を行った。 

・カヌー体験や自然観察会を実施し、地域住民の理解を深める活動も行っている。 
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〔テーマ(3) 保全利用協定(地域の資源を保全・利用するためのルール)について 

沖縄県自然保護課 

・保全利用協定は、エコツアーの適正な実施を促進し、自然環境の保全と持続的な利用の

両立を図ることを目的としている。類似した法律にエコツーリズム推進法がある。 

・沖縄県におけるエコツーリズムとは、1.自然・文化・歴史の適切な保全と持続的な活用、

2.地域の活性化、3.訪問者が適切な案内をうけて地域の自然・歴史・文化とふれあう活

動と定義され、以上の要素を満たすツアーをエコツアーとしている。 

・現状、フィールドの無秩序な利用や過剰利用が進み、将来的には自然資源の劣化、利用

過多によるツアーの質の低下によるフィールド価値の低下が懸念されている。 

・協定締結のメリットとして、フィールドの持続的な利用、環境に配慮した事業を行って

いることの PR 等が挙げられる。 

・しかし、現状として制度の知名度が低く認定を受ける意味があまりなく、インセンティ

ブが少ないというところがある。メリットの創出やブランド化の方法を検討している。

3) 意見交換の概要

① 地域の子供達に親しまれる環境にしていくために 

・慶佐次川では、地域の関心が薄く、子供達が川で遊ぶことが少ない。子供達や地域の人

たちに親しまれる環境にするための取り組みについて聞かせてほしい。 

・億首川では子供達や青年会に呼びかけ、清掃活動とカヌー体験をセットにしたイベント

やシンポジウムを開催し、意識啓発を促してきた。 

・大浦にある学校では、地域について学ぶカリキュラムがあり、そのなかでカヤック体験

や生物観察会をおこなっている。また、子供会と連携し、魚を捕って調理する機会を企

画・実施している。 

・慶佐次川も平成 8 年頃には有銘小中学校の生徒達がマングローブの研究を何年もかけ

て実施し、賞も受賞していた。現在は、観光客の利用が中心となり、徐々に地域との距

離が離れてしまった。 

② 地域の発展を目的とした外からの視点について

・地域の方は地元の自然を当たり前のことと捉え、関心が薄い。その中で再生事業を行っ

ていくには、他の市町村や県外から来る人たちの視点を取り入れ、地域の人にマングロ

ーブの貴重性やすばらしさを伝えていくことが必要である。 

・外からの視点を意見として取り入れていくというのは、よく言われていることである。

・外から見たときに地域がどのように見えているかを意識することは大事である。 

・沖縄では何種類ものマングローブをみることができる。県外では、奄美大島で 2種、そ

れより北では 1種類しかみることができない。沖縄の大きな特徴として、発信していく

ことが重要である。 
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③ 自然体験型の観光を利用する外国人への対応 

・欧米を中心とした海外からの観光客は自然体験型のメニューに興味があり、アクティブ

に行動し、費用についてもこだわらない傾向がある。海外からの観光客への対応で取り

組んでいる事例があれば教えてほしい。 

・東村では、外国語講座を実施しているが、実用にはまだ至っていない。世界自然遺産登

録により今後はより一層ふえてくることから、それも見据えた勉強会なども行ってい

る。 

・大浦では、本格的な対応はできていない。直売所やホームページでの英語表記の準備は

進めている。遊歩道整備した頃は、外国人観光客が増えたが、全く対応できなかった。

民泊においては事業者間で形成した組織団体で対応している。取り組みはこれからであ

る。 

・宜野座村においては、村の事業による南米交流事業の一環として南米研修があり、そこ

の参加者に外国人対応をしてもらっている。 

・金武町でも特に行っていることはない。現場にいる人が外国語に対応できるようになる

のは難しい。英語通訳ができる人を現場に派遣して、最低限のマニュアルづくりを考え

ている。 

・これまでは通訳案内士の資格がないとビジネスはできなかったが、今年から資格は必要

なくなり、外国人相手の事業はしやすくなるだろう。 

・語学学習には時間がかかる。最低限のマニュアル化は必要だろう。要点を押さえて、最

低限伝えるべきことをまとめれば良いだろう。 

④ 河川の浚渫、マングローブの伐採について 

・東村では、地域からの要望により洪水防止のため慶佐次川河口の砂の除去を毎年行って

いる。普通河川であり、村の管理区域のため特に申請等は行っていない。 

・慶佐次のマングローブ内にある水路の陸化が進んでいるため、浚渫を行った。浚渫範囲

は、国の天然記念物および国立公園となっているため、文化財保護法に基づいた申請、

国立公園に関する申請を行った。申請手続きには時間を要している。 

・大浦でも地域からの要望により、洪水防止のために川幅を広げる目的で川沿いのマング

ローブの伐採を行った。この時は、天然記念物に指定されていない箇所を伐採した。天

然記念物指定範囲は基本的に保全活動のみ行っている。 
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3.3 情報発信等

慶佐次川の自然環境や本モデル事業での取組内容に関する情報発信を行い、事業への理解

を深めてもらうととともに、地域の関心を高め、地域との協働を促進することを目的として

実施した。 

実施概要を表 3.3-1 に示す。 

表 3.3-1 情報発信実施状況 

実
施 
項
目 

実施概要 実施日 

パ
ネ
ル
の
作
成
・
展
示

以下の内容のパネルを作成し、本事業におけるイベント開催時に

展示した。 

・慶佐次川自然環境再生の取り組み紹介（パネル-その1 p.2-104）

・慶佐次川の自然環境の現状と課題（※前年度作成）

・慶佐次川自然環境再生の取組（※前年度作成）

・慶佐次川生物図鑑(1) （※前年度作成）

平成 29年 9 月 18 日 

カヌー体験会開催時

に展示 

2-103



パネル-その 1 
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